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ホームページにも情報満載！ バナナ園 検 索  

APRIL 

4 月 1日より NPO 法人あい.介護ﾈｯﾄﾜｰｶｰｽﾞは 

「社会福祉法人 ばなな会」に一新します 
理事長：矢野達郎からのご挨拶 

 

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ 
ババナナナナ園園  

↓ 
認知症専門 
044-588-0890

 

締め切り迫る! 受講者募集中!!  

～認知症の早期発見と初期介護～ 
「認知症予防地域連携指導者研修」シリーズ 4 月 18 日（土曜）ｴﾎﾟｯｸ中原にて開催 

近年「認知症」を発症している方が急増しており、「認知症の人」を支える地域社会作りと共に「認知症予防」の取り組みが重要になっています。

「認知症予防」は健康なうちから取り組む必要があり、今回は、日常生活で取り入れる事が可能な方法を、わかりやすく皆様にご紹介いたします。 

＜講義内容＞（一部抜粋） 

①講義：認知症の理解（医療との連携） 

②講義：「認知症予防」の概念 

③講義：「認知症予防」の日常生活習慣のアプローチ 

④演習：【ﾌｧｲﾌﾞ･ｺｸﾞ】（集団式認知症機能検査）の「目的・活用」「体験」  

講師： 「認知症予防プログラム」ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ研修修了者 など 

（講義内容については、若干変更する場合がございます） 

《オプション》 ＜日程、会場は別となります＞ 

家庭でも出来る「そば打ち」教室 ※参加費別途 ￥400 

■研修日程：平成 21年 4月 18 日（土） 9：00～16：00 

■研修会場：エポックなかはら：JR南武線「武蔵中原駅」徒歩 1分 

■研修対象：一般の方（認知症の方を支えるご家族）介護従業者等  

■募集定員：30名（先着順受付） 

■受講料： ￥1,500 （テキスト代込み）  

■主催：NPO 法人福祉振興会 

■後援：川崎市社会福祉協議会/学校法人横浜 YMCA 福祉専門学校 

かわさき FM 79.1MHZ/社会福祉法人 ばなな会 

■応募は下記までお問い合わせ下さい 

★お問合せ時間は(月)～(土)9時～16時まで  

★ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ：0120-14-4137※研修担当（梅山・並木） 
（財団法人 かわさき市民活動センター かわさき市民公益活動助成金事業 申請中） 

 

 

家庭でできる!「そば打ち」教室 
「認知症予防」日常生活習慣のｱﾌﾟﾛｰ

ﾁにも役立つ「そば打ち」講習会もｵﾌﾟ

ｼｮﾝとして受講可能 

 

昨年4月ﾐｭｰｻﾞ川崎にて

開催された時の模様 

 

皆様方におかれましては、平素より当社バナナ園グループに対し、多大

なるご支援を賜りまして、誠に有り難うございます。心より御礼を申し上

げます。昨今、我々介護業界をめぐる環境については、制度の改定、人不

足の問題、報酬関係等、様々な課題を抱えております。しかしながら我が

国は、急速に進む高齢化社会を迎え、我々としては、介護事業者として、

お客様が満足すべき質（サービス）の向上が最重要課題と認識しておりま

す。このような厳しい環境下ではございますが、おかげさまをもちまして、

当社グループとして、新たに社会福祉法人ばなな会を設立し、2009 年 4

月より業務がスタートすることになりました。これもひとえに、これまで

当社事業にかかわっていただいた皆様方のおかげと切に感じております。

あらためて深く御礼申し上げます。「介護事業を通じての社会貢献」、「社

会福祉法人としての役割と社会的使命の発揮」、「お客様のニーズに基づ

くサービス提供」。これら経営の原点を、常にしっかりと意識しながら、

日々経営課題と向き合う毎日であります。私どもバナナ園グループ全体の

社是である『明るく・楽しく・自由に』。 その根底に流れる、お客様第

一主義。これは当社サービスの不変のポリシーであります。これまで培っ

た、わが社グループの財産である人材を人財として、能力を最大限発揮し

て参ります。そして「信頼される企業」とご評価いただくべく、これから

の当社は常に新しい価値観の創造をもって、社会に広く貢献できる法人と

してお客様へサービスのご提供をおこなって参りたいと考えております。

今後とも当社事業に関しまして、より一層のご指導とご鞭撻、そしてさら

なるご支援をよろしくお願い申し上げます。 

 

 

理事長に就任した矢野達郎 
社会福祉法人 ばなな会はこれまでのNPO法

人あい.介護ﾈｯﾄﾜｰｶｰｽﾞの業務「すこやかｹｱ

ﾌﾟﾗﾝｾﾝﾀｰ」「あいｹｱｻｰﾋﾞｽ」「ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑのん

びりーす」の業務を引き継ぎます 

 

理事長の矢野達郎は、この

BANANA NEWS にもｲﾝﾋﾞｭｱｰとして

長門裕之さん<09 年 1.2 月号>山

口美江さん<08 年 1月号>に登場 

 



★グループホーム他当社の介護施設・事業所では只今正社員他スタッフを募集中です★ 
◆資格無くても可能職種あり◆ 

●募集内容 ①非常勤登録ヘルパー＜ヘルパー2級以上必要＞登録のみも OK！ 

②ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ等の管理者候補、主任ﾍﾙﾊﾟｰ＜正社員・有資格者・経験者優遇＞ 

      ③非常勤施設内ヘルパー＜週 2日以上勤務可能な方＞④夜勤専任パート社員 

●給与：  ①時給 1,150 円＜生活＞～1,750 円＜身体＞ 

②月給 185,000 円～280,000 円＜資格・経験により優遇＞ 

      ③時給 900 円～1,000 円＜資格・経験により優遇＞④1勤務 12,000 円～13,000 円 

●勤務時間 ①都合の付く時間で OK②③ 9：00～17：00 ④17：00～9：00＜夜勤＞ 

●休日：  ①4週 6休及び年間 15日の祝日分の指定休日＜15日の祝日分の指定休日＞  

●勤務地：川崎区四谷上町/幸区南加瀬/中原区小杉陣屋町/中原区下小田中/多摩区三田 

●問合せ：あい介護ﾈｯﾄﾜｰｶｰｽﾞ 担当：韮澤・若狭 ☎044-433-4651 

カイゴのゴカイ 23 
～介護の誤解～ 

雑誌「かいごの学校」休刊 
昨今の経済状況やﾈｯﾄの普及で出版業界の危機が言われています

が、私たちﾊﾞﾅﾅ園ｸﾞﾙｰﾌﾟが取材その他でお世話になっている雑誌「か

いごの学校」も先の 3月号で休刊ということになりました。担当の方

にお話を伺うと、休刊に至ったのは発行部数よりも広告収入の減少が

大きかった、とのこと。「介護」に特化した「一般向け月刊誌」は昨

年あたりから休刊が相次ぎ、「かいごの学校」が唯一となっており＜

隔月誌・季刊誌は含まず＞誠に残念としか言いようがありません。「か

いごの学校」は「介護とはこうあるべし」といった教科書的な立場か

らでなく、実際に「介護する人・される人」のｽﾀﾝｽに立ち編集されて

いるところに大きな存在意義がありました。 

社会の高齢化に伴い「介護業界」は充実・発展（？）を目指さなけ

ればなりませんが、今のところは「あるべし論」を標榜するものたち

が舵を握り、介護に係わる人々の「生の声」や「悩み」を伝える健全

な「ﾒﾃﾞｨｱ」が育っていないのが現実。そんな業界環境には危機感さ

えも感じます。 

さて、「かいごの学校」の今後です 

が、毎月１回のﾒﾙﾏｶﾞを発行しつつ、 

いつの日にかの復刊を目指したいとの 

事です。『介護に携わっている方々や 

介護に関心をお持ちの方々の心の励み 

になったり、ﾎｯとできたり、少しでも 

ﾄｸをしたと感じていただけるようなﾒｰ 

ﾙﾏｶﾞｼﾞﾝをお送りします』（編集部） 

下記のＨＰから「ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ登録」を 

ｸﾘｯｸしていただければ登録できます。 

登録をお待ちしております。 

http://kaigonogakko.jp/ 

 
 
 
 

グループホーム空室情報 
空室情報、入居に関するお問い合わせ 

は各施設もしくは総合案内 

☎044－433-4651 
までご連絡下さい 

バナナ園グループ 

●グループホーム「川崎大師ﾊﾞﾅﾅ園」☎ 044-280-2386 

●グループホーム「ﾊﾞﾅﾅ園」☎ 044-588-0645 

●グループホーム「第二ﾊﾞﾅﾅ園」☎044-587-1773 

●高齢者ｹｱ付住宅「IDS ﾊﾞﾅﾅ園」☎044-580-3210 

●ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ「ﾊﾞﾅﾅ園ほりうち家」☎044-722-5361 

●グループホーム「のんびりーす」☎044-797-3314 

●グループホーム「ﾊﾞﾅﾅ園生田ﾋﾙｽﾞ」☎044-911-1599 

●ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽﾊﾞﾅﾅ園☎044-588-0890 

●あいｹｱｻｰﾋﾞｽ☎044-433-4651 

●すこやかｹｱﾌﾟﾗﾝｾﾝﾀｰ☎044-411-3120 

月刊 MONTHLY BANANA NEWS （毎月 1 日発行） 

通算第 52 号   編集:社会福祉法人 ばなな会 
川崎市中原区上丸子八幡町 816  ☎044-433-4651 
＜ＨＰ＞ http://www.bananaen.com/ 

＜新連載＞Dr.神田の 

訪問診療日記① 

～“ぎんなん”食べ過ぎて中毒に･･･？～ 

川崎市中原区で内科を診療しております神田ｸﾘﾆｯｸの神田東人（かんだ 

はると）と申します。この度、BANAN NEWS 編集部からご依頼を頂き、半年

間このコラムを執筆させて頂くことになりました、短い期間ではあります

が、診療や健康にまつわるちょっとしたｴﾋﾟｿｰﾄﾞを紹介させて頂きますの

で宜しくお願いします。なお、私は現在ﾊﾞﾅﾅ園ﾙｰﾌﾟﾉの「ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑのんび

りーす」の訪問医をさせて頂いております。 

さて、私は 20 年近く医師をしておりますが、多くの患者様を拝見させて

いただくとやはり大変珍しい症例に出会うことがあります。去年の秋のこ

とです。初めて診察させていただいたのですが、病名は「“ぎんなん”多

量摂取による中毒」。“ぎんなん”は日本では古くから薬や食材として珍

重されており、その実の透明感をたたえた緑色は美しくも神秘的なもの、

特に焼いた場合は焼き加減によては深緑、ウグイス色、黄色となるなど、

その不思議な美しさはまことに食欲をそそるものです。実はこの方を拝見

するまで（大変恥ずかしいお話なのですが）“ぎんなん”を沢山食べるこ

とにより中毒症状があることを存じませんでした。確かに。“ぎんなん”

には 4'-methoxypyridoxine(4'-MPN（4’-メトキシピリドキシン）という、

ビタミン B6 を阻害するものを含み、これが脳に影響を及ぼし痙攣を引き

起こすそうです。子供で 7－150 個、大人で 40－300 個を短期間で食べる

と症状が出る可能性があり、痙攣以外では嘔吐、めまいなどの症状があり

ます。日本ではこれまでに 70 例程しかこの中毒は報告されていないそう

ですが、その中には僅かですが死亡例も報告されています。幸い、私が拝

見させて頂いた方は痙攣はなく、嘔吐、めまいのみで、他の身体的状況も

含め、ご自宅で様子みて頂くこととし、入院には至りませんでしたが、痙

攣があった場合は入院が必要になります。“ぎんなん”の食べ過ぎに限ら

ず、特定の食品の大量摂取には注意が必要な場合があります！ 

神田先生は当社の運営する

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ「のんびりーす」

で訪問診療を担当、入居者の

健康を管理する頼もしい司

令塔。 

お問い合わせは「神田クリニ

ック」 

044-711-5730 

http://kanda-clinic.com/ 

ﾊﾞﾅﾅ園ｸﾞﾙｰﾌﾟ ｽﾀｯﾌ<登録ﾍﾙﾊﾟｰ/正社員他>募集中!! 

 

■本社ﾋﾞﾙ→ 

川崎市中原区 

★訪問介護部門 

★居宅支援部門 

★教育事業部門 
 

 

 

 


